
北海道子どもライン相談 『いじめ調査から』 
 ５月に行ったいじめ調査では、以下のような結果になっています。  

質問 ある ない 

あなたは、今年の４月から今日まで、嫌な思いをしたこと

がありますか。 
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質  問 ある ない 

あなたは、今年の４月から今日まで、 

嫌な思いをしたことがありますか。 

６ １９ 

２４% ７６% 

質  問 そう思う そう思わない よくわからない 

「いじめ」はどんな理由があっても 

許されないことだと思いますか。 

２４ ０ １ 

９６% 0% ４% 

嫌な思いをした時 

誰に相談しますか。 

学校の先生 １４ 

スクールカウンセラー ３ 

友人 ９ 

父や母 ２０ 

兄弟姉妹 ０ 

電話相談 ０ 

ﾒｰﾙや SNS の相談窓口 １ 

誰にも相談しない ０ 

その他 0 

令和７年 1２月２４日 

児童自身をはじめ保護者の方もお子様の成長についての小さな悩み事も、

気楽にスクールカウンセラー（ＳＣ）に相談できます。希望される方は、 

学校までご連絡ください。（44－2205） 

スクールカウンセラー予定  

【1月 21日・29日・２月 12日・26日 3月 5日】 

1 回目との比較から、「嫌な思いをしたこ

とがある。」と回答した児童が若干増加して

います。集団生活の中で「嫌な思い」をゼロ

にすることは難しいと考えます。だからこ

そ、嫌な思いをした時に、誰かに相談したり、

助けを求めたりすることができるように指

導を続けています。 

「誰に相談する？」の回答に「父や母」「学

校の先生」が多いことが本校の特徴と考えま

す。加えて、高学年になると「友人」が次に

続きます。大人に相談したり、「友人」に話を 

したりする中で解決の道すじが見えてくることが多々あります。また、「誰にも相

談しない」が「0 人」ということは注目すべきことです。大人が信頼できる存在

となっており、友人との信頼関係も確立されていることが推察できます。今後も、

子供たちが嫌な思いをしたり、困ったりした時に SOS を発信しやすい環境の構

築を目指し、取り組みを進めていきたいと考えています。 

 なお、裏面に主な相談窓口を掲載しておりますので、ご活用いただければと思

います。 

 

学習指導要領とは、学校教育の目標や内容を国が示したものです。現在の学習指導要

領は、2020年に改訂されたもので、外国語の教科化や主体的・対話的で深い学び（ア

クティブラーニング）、プログラミング教育等が盛り込まれました。更に、一人一台の

タブレットでデジタル活用を進める「GIGA スクール構想」も普及しています。 

しかし、学校をとりまく状況は厳しいものがあります。不登校の小中学生は令和６年

度の文部科学省の調査で、約 35 万４千人と 12 年連続で増加し、過去最多となりまし

た。不登校傾向にあるとされる中学生も、認定 NPO 法人カタリバの調査では、約 13％

にのぼると推計されています。また、公立学校で日本語指導が必要な児童生徒は約 6.9

万人（R5年度調査）と過去最多で、10年で約２倍となっており、今後もさらに増える

見通しです。 

こうした様々な背景を受けて、中央教育審議会（中教審）から、2030年の新学習指

導要領の改訂に向けての素案として、①主体的・対話的で深い学び、②多様性の包摂（受

け入れ、支えること）、③実現可能性の確保が示されました。特に②の多様性の包摂で

は、不登校の児童生徒、通級指導が必要な児童生徒、特定分野に特異な才能のある児童

生徒、日本語指導が必要な児童生徒など、多様な児童生徒に柔軟な教育課程編成の促進

や標準授業時数の弾力的運用等が検討されています。 

本校では、既に今年度から授業時数特例制度を活用して、授業時数の弾力的運用を進

めているところですが、今後につきましても多様な児童のニーズに柔軟に対応できるよ

う、教育環境整備等に努めて参りますので、保護者、地域の皆様のご理解、ご支援をお

願いいたします。 

さて、長かった２学期も本日が最終日。ご家庭・地域の皆様の協力をいただき、子供

たち一人一人が教育活動の中で、充実した日々を送ることができましたことに心より感

謝申し上げます。良いお年をお迎えください。 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         学校閉庁日          12月 29日～1月 3日の期間は閉庁日です  
緊急の連絡が必要な場合は,Tetoruにてお知らせ願います。なお、返信にお時間を

いただく場合がありますので、ご了承ください。 

｢睡眠の学習｣ 
 ご家庭の皆様にもご協力いただ

いた「すいみんカレンダー」を活

用して、「睡眠について」の授業を

行いました。自身の睡眠の様子を

振り返りながら、睡眠が体に及ぼ

す影響、効果などを学びました。

改めて、自分の睡眠について考え

るきっかけと 

なればと思っ 

ています。 

 

｢食 育｣～規則正しい生活のために～ 
 共同調理所より池田栄養教諭をお迎えして、「食育」の授業をしていただきまし

た。「規則正しい生活のために、大切なことはなんだろう。」という課題で学習を

進めました。自分の一日の生活をふり返ったり、栄養素について考えたりしなが

ら、食べることの大切さを感じることができたようです。この後、冬休みに入り

ますので、今回学んだことをいかし 

て規則正しい生活を送ってほしいと 

思います。 

｢清園中プレ登校｣ 
 15日（月）に清園中にてメープル小 6年

生と志文小 6年生が参加しました。中学校

生活を体験して、中学校入学へのイメージを

作ることを目的に昨年度より行われていま

す。当日は「朝の会」「中学生との交流」「数

学の授業体験」「情報モラル教室」「給食」

「帰りの会」と午前中を志文小の 6年生と 

ともに中学校で過ごし 

ました。6年生にとっ 

て貴重な体験となり 

ました。 
   

 
1日（木）学校閉庁日 

2日（金）学校閉庁日 

3日（土）学校閉庁日 

６日（火）特認校入学面接 

１９日（月）3学期始業式 

２１日（水）全校ピア・サポート 

 

 

 

２２日（木）後期委員会⑥ 

２３日（金）スキー授業 1回目 

集金日 

２６日（月）PTA役員会 

３０日（金）スキー授業 2回目 

1 月行事予定 

｢租税教室｣ 
 岩見沢間税会の方を講師にお迎えし

て 5・6年生を対象に「租税教室」を

行いました。税の仕組みや種類につい

て学ぶことができました。

 

主な相談窓口（困りごと） 
・「子ども相談支援センター」   0120-3883-56 24時間対応 

 

・「24時間子供 SOS ダイヤル」 0120-0-78310 24時間対応 

  

・空知教育局教育相談電話     22-3912（平日 8:45～17:30） 

 

・岩見沢市 教育支援センター    35-5161（平日 8:45～16:30） 

「遊び集会」 
 児童会主催の「遊び集会」が 2週連続で開催されました。体育館で「転がしドッ

チボール」と外での「雪合戦」です。どちらもみんなが楽しめるように工夫された

ものでした。さすが、「自分で決める児童会」です。冬になり雪が降ると、どうして

も屋内にこもりがちですが、そんな時こそ体を動かしたいところですね。 

 

「SMS小中連携研修」 
先生たちも勉強！ 

 15日（月）の午後から清園中・志

文小・メープル小の先生が一堂に会

して、研修を行いました。子供たち

の「学び」に 

ついて研修を 

深めることが 

できました。 


